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独自の動作検査

エキスパートAI


 オンライン施術
マニュアル

カラダの使いグセ分析
健康管理
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【オンライン施術の重要なポイント】

· オンライン施術では、いつもの１．５倍　元気に　笑顔で施術を行ってください。
患者さんの症状を改善し健康に導く秘訣は、先生の雰囲気や言葉が施術よりも大事だと言っても過言ではありません。
先生の患者さんへの思いを　「言葉」　「表情」　そして　「ボディーランゲージ」にして　いつもの１．５倍で表現してください。

· 本マニュアルに掲載した　「サンプルトーク」は松村先生が２０年以上、動作検査を行われてきた経験の中から、実際の患者さんに伝わりやすい言葉を掲載していますが、「雰囲気」　「リズム」などは文字ではお伝えすることができませんので
【E.F.A.Sオンライン施術の解説】ページ　（https://efas.jp/online-surgery-2245883）　内のオンライン施術の動画でご確認ください。
　

【使用方法】

· 本マニュアルは、自由に編集してください。



動作検査の基本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【E.F.A.Sに入力する情報】
　　　　　　　　　E.F.A.Sでは、各検査の動作をした時に患者さんが身体に感じた情報を入れますが
　　　　　　　　　これには二つの感覚があります。
　　　　　　　　　　　　1．　動作中の感覚
　　　　　　　　　　　　2．　最終可動域を維持している時の感覚

【動作検査で患者さんに意識してもらう、体に感じる感覚とは】
　　　　　　　　　患者さんが身体に感じた感覚を表現する言葉は、個々人によってことなります。
　　　　　　　　　うまく引き出して下さい。
· 痛み（鋭痛・鈍痛など）
· 筋肉の伸び具合の強さ　（張り感　・　突っ張り感）
· 違和感　・　つまり感
· 動きにくさ　・　動きやすさ

【基本的な動き方】
· 各動作は動かせるところまで動かして3秒止めます
· 痛みを感じる場合は無理に動かさない。


【基本的な座り方】
· 肩幅くらい足を開いて、浅く座る
· できたら両足のかかとが床に着くこと　着けることができなくても大丈夫です。
· 動作中に足やおしりが浮かないこと


【動作検査で体感しにくい患者さんへの確認事項】
· 動作は動かせるところまで動かしているか確認する
· 各動作の注意点を再度確認する
· 動作姿勢を維持する時間を長めにする
· 複合動作をしてもらう




予約申込～オンライン（ZOOM）招待までの流れ　　　　　　
手順
	1. 患者さんから申込
	①　予約日時を決める
②　お伝えする項目
「基本情報と「アンケート」の入力をお願いする。
初めて当院のオンライン施術を受けられる方
ZOOM操作の練習が必要かどうかを確認

※未入力の場合、ZOOM招待URLを送信できません

	2. ZOOMスケジュールの作成
	ZOOMで予約日時のスケジュール作成

	3. 新患の登録
	EFASのシステムに基本情報の登録

	4. 患者様に送信
	メールまたはLINEでの送信内容の作成
① 患者ID
② ZOOMのスケジュール・招待URL
③ 決済URL



LINEで「招待URL」を送信する際の注意事項
	■　ZOOMにログインしやすい送信方法
　　
下記内容を別々のメッセージで送る
・ＵＲＬ　・ＩＤ　・ＩＤの数字
・パスワード　　・パスワードの英数字
	■ ZOOMにログインしにくい送信方法
　　
下記内容を一度のメッセージで送る
・ＵＲＬ　・ＩＤ　・ＩＤの数字
・パスワード　・　・パスワードの英数字
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施術当日の準備～セルフケア資料送信までの流れ　　　　　　　　　　　

	準備
	

	　１．　ZOOMの動画音声共有にチェックを入れる　（注）

　２．　画面共有するデータを立ち上げる
●EFAS
●自己紹介　（スライド作成用ワードファイル）
●注意事項　（スライド作成用ワードファイル）
●施術前説明　（スライド／動画）
●施術後説明　（スライド／動画）
●骨盤ケア（画像）
　　　　　共有データはダウンロードしてご利用ください。
　　　　　本ページ下にダウンロード先を掲載しています。

　3．　先生がやり方を見せる場合は共有停止にする
（注）　画面共有時に動画の音声が流れるように、下記項目に
チェックが入っているか確認。

・ 「コンピュータの音声を共有」　
・ 「フルスクリーンビデオクリップのための共有を最適化」



	●EFAS（症状管理画面）
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●自己紹介スライド　／　注意事項スライド
[image: ]　[image: ]

●施術前説明　（スライド／動画）
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●施術後説明　（スライド／動画）
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	■　スライドダウンロード先　https://bit.ly/2Ti4ftj
■　動画ダウンロード先　　　施術前・後説明動画　https://bit.ly/3bNsnKG　
■　スライドは受付IDでログインしてカウンセリング機能の画面を開いておくとスムーズです
· 自己紹介スライドはご自身のスライドを作成後EFASのカウンセリング機能に追加しておくと便利です。
※追加登録方法は下の動画タイトルをctrl を押したまま左クリックすると動画を視聴できます。
・2020/5/9　施術前後のカウンセリング画像をEFASのカウンセリング機能に登録する方法
■　骨盤ケア画像ダウンロード先　https://bit.ly/3e2Cg8U　



【概要】　オンライン施術

1．挨拶
自己紹介 ／ 注意事項　（スライド）
2．施術前の説明（動画・スライド）
3．患者さんの症状確認
4．EFASの検査
第1検査（運動機能検査） ／ 第2検査（骨格調整画面で骨格チェック）
5．セルフ施術　（ くるりんぱ ）
6．ストレッチの説明
7．施術後の説明　（動画・スライド）
8．次回の予約の提案
9．セルフケア資料の送信



	挨拶 と 施術中の注意事項

	スライドを使用する場合
	スライド無し

	○○さん、初めまして。
○○治療院の○○と申します。
まずは、スライドを見ていただきながら
話をさせていただきます。

	○○さん、初めまして。
○○治療院の○○と申します。
・・・・・・・自己紹介・・・・・・・


	スライド　「自己紹介」
共有開始
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	　・・・・・・・・・自己紹介・・・・・・・・・
終了

宜しくお願いいたします。
今はケータイで見られていますか？
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ありがとうございます。
	　・・・・・・・・・自己紹介・・・・・・・・・
終了

宜しくお願いいたします。
今はケータイで見られていますか？
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ありがとうございます。

	スライド　「注意事項」
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	まずは、施術中のお願いです。

オンライン施術の時間は３０分間になっています。
お時間が過ぎてしまうと、○○さんの後に予約されている方の施術ができなくなってしまいますので
施術中は、お電話に出たり、移動したりしない用にお願いいたします。
それからケータイの着信音、テレビなど音の出るものは、声が聞きとりにくくなりますので
もしスイッチが入っているようでしたらお切り下さい。
最後に確認ですが
台所の火などはつけっぱなしになっていませんか
一応、ご確認ください。

大丈夫でしょうか
	まずは、施術中のお願いです。

オンライン施術の時間は３０分間になっています。
お時間が過ぎてしまうと、○○さんの後に予約されている方の施術ができなくなってしまいますので
施術中は、お電話に出たり、移動したりしない用にお願いいたします。
それからケータイの着信音、テレビなど音の出るものは、声が聞きとりにくくなりますので
もしスイッチが入っているようでしたらお切り下さい。
最後に確認ですが
台所の火などはつけっぱなしになっていませんか
一応、ご確認ください。

大丈夫でしょうか

	共有停止
	





	施術前説明

	[bookmark: _Hlk40605608]では、
これから行う検査について説明動画を見ていただきます。
	では、
これから行う動作検査について説明させていただきます。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●動画で説明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●スライドで説明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	施術前説明動画
	施術前説明スライド

	共有開始
▼
動画の音声が聞こえるか確認
▼
[image: ] ホストのマイクをミュート

	共有開始
▼
スライドで説明
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▼
共有停止

ここまでの説明で、わからないことは
ありませんでしたか？
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

動画の視聴後にポイントを伝えると効果的


	【スライド１】
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動作検査は痛みや疲れの発生源を見つけるために行います
人には必ず、からだの使いグセが存在しています。
使いグセは長い年月をかけて形成されますが
そこに、疲れやストレスが蓄積してしまうと
実は、動きのバランスが非常に悪くなります。

動きのバランスがくずれると
それが、引き金となって疲れや痛みを感じるようになります。

からだには、数百の関節や筋肉が存在し
それぞれが、しなやかにバランスよく動くことで
からだの前後の面　左右の面、それから水平面を
安定させています
動作検査では、その動きのバランスやからだの安定性を
くずしている原因をみつけることができます






	
	【スライド２】
[image: ]

動きのバランスがよくなると
疲れが回復しやすくなります。
血行がよくなるので、免疫力も高くなります
オンライン施術を続けていくことで
疲れにくくなることを感じていただけるでしょう
最適なセルフケアとして　ぜひ　ご利用ください




	
	【スライド３】
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セルフケアでストレッチをされたりすることもあるかと思います。
一般的なストレッチも効果的ですが、
左右均等に行ったり
一部分の筋肉だけをストレッチすることが多いので
カラダの動きのバランスを変化させることはできません
一方　イーファスのストレッチは
動作検査と分析を行うことで
○○さんの　カラダの動きのバランスを改善するためのストレッチがわかります
ですので、症状の改善だけでなく健康予防まで、
しっかりとした　セルフケアとして使っていただける
ストレッチになります



	
	【スライド４】
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それでは、　今回の動作検査の３つのポイントをお伝えいたします。
一つ目のポイントです
動作は、一見症状とは関係のない動きをしますが
ていねいに誘導いたしますので
ゆっくりと　しっかり　最後まで動かしてください。
最後まで動かしたら　その姿勢で３秒ほど止めていただき
筋肉の張り具合を感じてください
動作の途中で、強い痛みを感じた場合は
無理に動かさず、痛みの強さを教えてください。
二つ目のポイントです
検査は二つの動作を比較します
どちらの動作が
動きにくいか・動きやすいか
または、筋肉の張り具合を強く感じるかを教えてください。
もう一度お伝えしますが
動作の途中で、強い痛みを感じた場合は
無理に動かさないでください。

ここまでの説明で、わからないことはありませんでしたか？

	
	共有停止






	ポイント　　　　　　　　　　　　　　行程実施項目　　／　　サンプルトーク

	症状確認

	※ 一番強い症状だけ聞くようにする
	○○さん　普段の生活で何か症状はありますか？
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
わかりました
では、動作検査の画面を見ていただきます



	検査方法を選ぶ

	症状・体の状態に合わせて検査を選択
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	EFASの画面
▼
共有開始

	
	画面やマウスの矢印はみえますか？



	動作検査

	第一検査

	動作はゆっくり、最後まで、ていねいに
　背もたれチェック
　動作がわからない場合、動作を見せる
　動作が正しいか確認
　言葉でうまく誘導
　　　声のトーン・スピード・擬音語など

【体感できない人への確認事項】
　・動作姿勢を維持する時間を長めにする
　・両足を床につけて動作をしているか確認する
　・複合動作をしてもらう
　・左右の手を合わせた動作は肩だけ動かさないように
	まずは第1検査をしていきます
先ほど、お伝えしましたが
この検査は、二つの動作をしていただき
痛み、筋肉の張り具合、動きにくさ、違和感などを比べる検査です。

この検査が〇〇さんの
隠れた問題をみつけていきますので
動作はゆっくり、最後まで、ていねいに行いましょう。



動作検査で話す内容は　動画を繰り返し見て　松村先生を完全コピーしましょう
	運動機能検査　（第1検査）


　＜ポイント＞　３秒間維持　／　筋肉のつっぱり・張り具合の比較　／　体感しにくい方―複合動作・５秒間維持など
[bookmark: _Hlk40715390]　　　　　　　　　　※ポイントの詳細は「動作検査の基本」（３ページ目）を参照してください。
	動作図
	動作
	注意点
	トーク
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	前屈
	· 足を肩幅に開く
· かかとが浮かない
· 膝が曲がらない
	肩幅くらい足を開いて、体を前に倒してください

	
	後屈
	· おへそを見る
· あごを上げない
	まずはおへそを見てください。
おへそを
見たまま、体を後ろに倒してください

	[image: ]
	右側屈
	· 足を肩幅に開く
· かかとが浮かない
	肩幅くらい足を開いて、体を右に倒してください

	
	左側屈
	· 足を肩幅に開く
· かかとが浮かない
	肩幅くらい足を開いて、体を左に倒して下さい。
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	前屈
	· 前にかがんだ時に、顔が下に向かない
	体を丸くして前に倒してください

	
	前屈
	
	胸をはって、前に倒してください
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	後屈
	· 背もたれにあたらない
· 足が浮かない
	胸をはって、後ろに倒してください

	
	後屈
	· 背もたれにあたらない
· 足が浮かない
	体を丸くして後ろに倒してください
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	首右側屈
	· 体は倒さない
	首を右に倒してください

	
	首左側屈
	· 体は倒さない
	首を左に倒してください
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	体幹右側屈
	· 体を倒したときに首はできるだけ倒さない
· おしりが浮かない
	胸の前で両手を合わせて、手を胸につけて下さい。　その状態でまずは、右肩を下げて、次に体を右に倒してください

	
	体幹左側屈
	· 体を倒したときに首はできるだけ倒さない
· おしりが浮かない
	胸の前で両手を合わせて、手を胸につけて下さい。　その状態でまずは、左肩を下げて、次に体を左に倒してください
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	体幹左回旋
頚部右回旋
	· 腕や手を動かさない
	胸の前で両手を合わせて、手を胸につけて下さい。　その状態でまずは、体を左に回して、次に首を右に回します。濡れたタオルをギュ～としぼるように回してください

	
	体幹右回旋
頚部左回旋
	· 腕や手を動かさない
	胸の前で両手を合わせて、手を胸につけて下さい。　その状態でまずは、体を右に回して、次に首を左に回します。濡れたタオルをギュ～としぼるように回してください






	第一検査（終了）
共有停止

	
	〇〇さん、「これで第１検査が終わりました」
ここまでのデータを分析しますね





	[image: ]施術目的の選択
　　　▼
骨格調整
　　　　　　　　　▼　
【ダイレクト】青枠画面

	通常は【局所安静＋安定】

· 施術目的の選択基準
【局所安静＋安定】
痛みがある場合・疲労回復目的

【動作向上＋安定】
　　　局所安静で行ってきたが変化しなくなった時
　　　スポーツでパフォーマンスアップしたい時
	第1検査の結果が出ました



	[image: ]
【ダイレクト】青枠画面
　　　　　　　　　　　　▼
共有開始

	
	では、これをもとに
第二検査で、もう少し細かく骨格のチェックをしますね

	共有停止




	第二検査（骨格チェック）

	動作の再確認
水平面動作　（回旋）

	[image: ]
	〇〇さん、先ほどやりにくかった
●●を右側（左側）にまわしてみましょう
ゆっくり　じわ～っと
最後まで動かして止めてください

今の●●の感覚を覚えておいてください。




	骨格チェック　（手を密着）
水平面

	[image: ]
手の当て方をみせる（または骨盤ケア画像を共有）
リラックスしてゆっくりできるように言葉で誘導する
・体感できなくても単純にそういう体の状態だということです。
[image: ]
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	これから、骨格チェックのやり方を説明しますが
〇〇さんは座ったまま見ていてください

では、〇〇さん、左手（右手）を出してください
左手（右手）をこのように
腰と おしりの間にあてて
手の平を体の前のほうに向けて密着させます。
力任せに押さないでくださいね
体の前のほうに密着させるだけでいいですのでね

できました？
では、その状態のまま
リラックスして、深呼吸を３回しましょう
息を吐くときは特にゆっくり吐いてください。
リラ～ックスして～
ゆ～っくり深呼吸してください
自分のリズムでいいですのでね～
終わったら教えてくださいね
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
「終わりました」
では、もう一度●●を右側（左側）にまわしてみましょう
先ほどより動かしやすくなっていますか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	・体感できなければ反対側もチェック
・先ほどと同じように言葉で誘導してあげましょう！
・手の当て方をみせる（または骨盤ケア画像を共有）
・リラックスしてゆっくりできるように言葉で誘導する

・体感できなくても単純にそういう体の状態だということです。
[image: ]
	　　「いいえ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　「はい」
▲体感できなかった場合　　　　／　　　▲体感できた場合
　　　　
はは～ん！
なるほどね！
わかりました
今度は反対の手でやってみましょう
 ・・・・・・・・やり方を説明する・・・・・・・・・・・
はは～ん！
わかりました
次の検査をしますね
　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前額面の動作の再確認へ



	動作の再確認
前額面動作　（側屈）

	水平面の骨格チェックで、
体の状態が変化していると
前額面動作が変化していることがあります。
その場合は
「もう体の状態が変化し始めてますね」
というような内容の説明をしましょう
	〇〇さん、今度は
●●を右側（左側）に倒してみましょう
ゆっくり　・　じわ～っと
最後まで動かして止めてください

今の●●の感覚を覚えておいてください。

	骨格チェック　（手を密着）
前額面

	骨格調整画像で手の当て方をチェック
[image: ]
・手の当て方をみせる（または骨盤ケア画像を共有）
・リラックスしてゆっくりできるように言葉で誘導する
・体感できなくても単純にそういう体の状態だということです。
[image: ]
・体感できなければ反対側もチェック
・先ほどと同じように言葉で誘導してあげましょう！
・手の当て方をみせる（または骨盤ケア画像を共有）
・リラックスしてゆっくりできるように言葉で誘導する
・体感できなくても単純にそういう体の状態だということです。
[image: ]
	では、最後の骨格チェックのやり方を説明しますね
〇〇さんは座ったまま見ていてください

〇〇さん、左手（右手）を出してください
左手（右手）をこのように
手の平を腰に密着させます。
力任せに押さないでくださいね
下の方に向けて密着させるだけでいいですのでね
できました？　　　では、その状態のまま
リラックスして、深呼吸を３回しましょう
息を吐くときは特にゆっくり吐いてください。
リラ～ックスして～
ゆ～っくり　深呼吸してください
自分のリズムでいいですのでね～
終わったら教えてくださいね
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
「終わりました」
では、もう一度●●を右側（左側）に倒してみましょう
先ほどより動かしやすくなっていますか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　「いいえ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「はい」
▲体感できなかった場合　　　　／　　　▲体感できた場合
　　　　　

	
	今度は反対側をチェックしましょう
・・・・・・・・やり方を説明する・・・・・・・・・・・

はは～ん！
なるほどね！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
わかりました。　　お疲れ様です。　コレで検査は終わりです。


	第二検査（終了）



	骨格チェックの結果を骨盤検査に入力

	骨格チェックの結果を骨盤検査へ入力
	○○さんの第2検査の結果を入力しますね

	
	



	（注）　検査結果の登録　（【来院情報】をクリック）



	セルフ施術（くるりんぱ）

	「くるりんぱ」 のプレゼント
	これで、お体の情報を全て入力できましたので
動きのバランスの崩れを調整するためのストレッチを、AIが１０３種類の中から選び出します。
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
その間に、○○さんのお体に合わせた
セルフ施術の方法をプレゼントしますね



	【骨格調整】赤枠の画面
画面共有

	画面を見て、どちらの手が下になるか確認して
[image: ]
	○○さんに合う方法は-------
・・・・・・・・・・・
はい、わかりました

	共有停止






	動作の再確認
水平面動作　（回旋）

	
	まずは動きを確認しましょう。　
●●を右側（左側）にまわしてみましょう
ゆっくり　じわ～っと
最後まで動かして止めてください
今の●●の感覚を覚えておいてください。




	セルフ施術の方法を伝える

	くるりんぱ のプレゼント

「くるりんぱ」は、変化を感じなくてもストレッチとワンセットにしてやってもらう

質問
「反対に手を組む施術を、やってもいいですか」

回答
「やらないで下さい」
「両方やってしまうと、動きのバランスが変わってきません」
「今後、オンライン施術を継続されて、お体のバランスの崩れが整ってきた時は、検査結果が変わってきますので、そのときが手の組み方を変えるタイミングです。」

	では、セルフ施術をやってみましょう
右手（左手）を前に出して、内側に回します
今度は左手（右手）を前に出して、内側に回します
左手（右手）を右手（左手）の上からかぶせて
手を組みます。
今度は、このように「くるりんぱ」と回していきます。
無理のない程度でいいですので
肘を伸ばして下さい。
そのまま、　力を抜いて　３回 深呼吸しましょう
息を吐くときは　特にゆっくり吐いてください。
リラ～ックスして～
ゆ～っくり　深呼吸してください
自分のリズムでいいですのでね～
終わったら教えてくださいね
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
では、もう一度
●●を右側（左側）にまわしてみましょう
先ほどより動かしやすくなってませんか？

これは、ストレッチの後に、毎日やって下さいね







	ストレッチ画面を開く
ストレッチの数の調整

	　ストレッチの画像を見せながら説明
　ストレッチ枚数調整
ポイント と 指導
1. 身体の状態に合わせて先生が調整
　　　　痛みが強い部位のストレッチは避けるなど
2. 希望を聞く
いくつくらいなら続けられそうか
3. 普段運動していない人には３種類位にするなど先生が配慮する
4. 一般的には5～10枚で調整するとよいが上記項目を考慮する
5. 　ストレッチ・セルフ施術をいつ・どれ位行うか指導してあげる
[image: ]

	分析が終わりましたので
AIが選んだストレッチを見ていきましょう

今回は初めてですので
基本編のストレッチになります。


	共有開始




	ストレッチの説明

	
ストレッチの内容はＰＤＦにして保存　【画像印刷】
患者様ごとにフォルダを作成して保存
[image: ]
	
説明の方法は先生の方法で結構です
例）
●１枚ずつ説明する
●見ていただいて、わかりにくいと言われたものだけ説明する

	共有停止





	
	今見ていただいたストレッチや
先ほど、お伝えしたセルフ施術を続けることで
カラダがどんな感じで変化していくのか
説明しますね。
●では動画を見て下さい　　●こちらのスライドを見て下さい



	施術後説明動画
	スライド（施術後説明）

	共有開始
▼
動画の音声が聞こえるか確認
▼
[image: ] ホストのマイクをミュート

	共有開始
▼
スライドを見せながら説明

	[image: ]
▼
共有停止

動画内容でわかりにくいところがなかったか確認

動画の視聴後にポイントを伝えるとさらに効果的
　

	【スライド１】
[image: ]
○○さん、この後
毎日ストレッチとセルフ施術を続けていただくと
一般的には　この波線のように
徐々にカラダが元気になっていきます
１週間くらい続けると、カラダが　かる～く　なったなと
感じられるようになると思います
さらに、１週間続けると
動きやすくなっていることを感じられるでしょう
ご自身のペースで
ゆっくりと　しっかり　続けることによって
疲れにくくなってきたな～　という実感もしていただけると思います
実はここで、ポイントがあります
それは、黄色の矢印ででているタイミングです
このときは、カラダが変化しようとするタイミングなんです
このタイミングを　ぜひ　のがさないようにしましょう
実は、こうした身体の変化が起こる時というのは
長年かけて、複雑に絡み合ってしまい、頑固になってしまった
カラダの問題がどんどん浮き出てきている状態です
さらに再検査を重ねることで
より深い○○さんの問題を見つけることができます
ですので、より良いセルフケアのためには
タイミングに合わせた再検査をおこない
しっかりとした　ケアをして下さい





	
	【スライド２】
[image: ]
次に　不良姿勢にも気をつけましょう
立っている時　座っている時　寝ている時などですね
例えば　片肘をついて横向きで寝る
背中を丸くして座る
腰をそってみたり　足を組んでみたり
片足立ちをしてみたり
そういった　かたよった姿勢を
くり返さないように気をつけて下さい
そして基本的なことですが
毎日の疲れをためないように
入浴して筋肉をほぐして
しっかりとした睡眠をとるように心がけましょう
▼
共有停止





	次回予約につなげるオファートーク

	次回以降の予約を入れたくなる魅力的なのオファーを考えて下さい
	

	ストレッチなどの送信

	【重要】
届かない場合は連絡してもらう
送信方法を説明（メール・LINEなど）
ガラケーには送らない
枚数が多いと受信できないことがある

[image: ][image: ]


	整体ストレッチと不良姿勢の画像を送りますね
もし、届かない場合はご連絡下さい。
これで、
オンライン施術は終わりになります。
お疲れ様でした。

＜追記＞　（こちらはオリジナルの内容にして下さい）
１週間後に○○さんのお体が変化しはじめることを
楽しみにしています。

【施術料金】　　　※自粛対策割引実施中です。
	メニュー
	料金（税別）

	ストレッチ
	　4,000   ➡ 　3,000

	ストレッチ
セルフマッサージ
骨盤ケア
	　6,000 　➡ 　4,000





	終了


お疲れ様でした～


【最後に】
このマニュアルは、イーファス・オンライン施術を少しでも早くスタートしていただけるように作成したものです
動画の視聴、オンライン施術の練習を繰り返していただき、イーファスの理論をより深く理解していただくことで
本マニュアルよりもブラッシュアップされた、先生オリジナルの方法が確立されることを願っています。




	編集　：　なのはな整体院＆接骨院
　　　　　　　　　　　院長　谷口　成康
監修　：　シーアイエム松村整体　　　　　　　　　　　院長　松村 克憲
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	【発刊】　CIM有限会社
代表　松村 克憲
電話：075-366-3991
FAX : 075-366-3993
メール : support@efas.jp
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